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近
年
、
高
齢
者
が
親
族
な
ど
か

ら
暴
力
を
受
け
る
「
高
齢
者
虐
待
」

が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　

皆
さ
ん
は
、
高
齢
者
虐
待
の
早

期
発
見
、
早
期
対
応
を
図
り
、
家

族
、
親
族
な
ど
高
齢
者
の
養
護
者

を
支
援
す
る
「
高
齢
者
虐
待
防
止

法
」（
平
成　

年
４
月
施
行
）
を

１８

知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

高
齢
者
虐
待
は
「
身
体
的
虐
待
」

「
心
理
的
虐
待
」「
性
的
虐
待
」「
経

済
的
虐
待
」「
介
護
・
世
話
の
放
棄
、

放
任
」
な
ど
を
虐
待
と
し
て
い
ま

す
。

　

国
が
調
査
し
た
結
果
、
虐
待
の

原
因
は
、
介
護
疲
れ
や
人
間
関
係

な
ど
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
長
年

の
介
護
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
、
介
護

者
の
孤
立
な
ど
が
原
因
で
、
言
葉

の
暴
力
や
介
護
の
放
棄
に
つ
な
が

り
、
虐
待
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。　

　

虐
待
の
行
為
は
、
加
害
者
に
自

覚
が
な
か
っ
た
り
、
高
齢
者
自
身

が
遠
慮
を
し
た
り
し
て
、
実
態
が

分
か
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
「
虐

待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
高
齢
者

を
発
見
し
た
人
は
市
町
村
に
通
報

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
周
り
で
虐
待
の
疑
い

を
感
じ
た
ら
、
日
野
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
電
話　

‐
１
８

７２

５
２
）
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各

種
関
係
機
関
と
連
携
し
て
相
談
支

援
な
ど
必
要
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

　

介
護
の
悩
み
な
ど
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
に
、
相
談
く
だ
さ
い
。　

まちの介護予防だより　連載④
　

役場健康福祉課（電話７２‐０３３４） のロココとダラカ
介
護
予
防

　

■身体的虐待
（身体を傷つける暴行を加える )
例えば…たたく・つねる・けるなど

■心理的虐待
（暴言や心理的に傷つける )
例えば…怒鳴る、ののしる、悪口、排せ
つの失敗に対して恥をかかせるなど

■性的虐待
（わいせつな行為をしたり、させたりする )
例えば…下半身を裸にして放置、キス、
性的行為を強要するなど

■経済的虐待
（高齢者の財産を不当に使う )
例えば…必要なお金を渡さない、使わ
せない、年金や貯金などを本人の意思
に反して使うなど

■介護・世話の放棄、放任
（衰弱させるような減食、食事の世話
をしない、養護を怠る )
例えば…栄養失調の状態にある、劣悪
な環境の中に放置など

昨年のコンサートの様子
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カ
ワ
コ
ふ
れ
あ
い
公
園
（
黒
坂
）
を
住
民

の
手
で
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、
６
月　

日
、

１５

黒
坂
地
区
連
合
区
会
（
和
田
佳
洋
会
長
）
と

公
園
管
理
委
員
会
（
恩
田
孝
雄
委
員
長
）
主

催
の
一
斉
清
掃
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
作
業
に
は
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
ほ
か
、
町
・
県
の
職
員
ら
１
０
０
人
以

上
が
参
加
し
、
公
園
内
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場

周
辺
の
草
取
り
や
、
河
原
の
草
刈
り
を
行

い
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
の
参
加
に
よ
り
予
定
時
間
よ

り
も
早
く
作
業
が
完
了
し
、
す
っ
き
り
と

し
た
公
園
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

公園に住むカモ (左 ) も作業を見学？

人
海
戦
術
で
一
気
に
除
草

　

６
月　

日
、
久
住
の
さ
く
ら
ん
ぼ
園
、
セ

１６

ル
サ
ー
ル
久
住
で
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
経
営
者
の
稲
田
克
忠
さ
ん
（
高

尾
）
が
、
大
き
く
実
っ
た
さ
く
ら
ん
ぼ
を
味

わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
町
内
の
保
育
所
園

児
と
高
齢
者
福
祉
施
設
の
入
所
者
を
招
待

し
た
も
の
で
す
。

　

約
０
・
５
㌶
の
園
内
で
は
、
佐
藤
錦
な
ど

の
さ
く
ら
ん
ぼ
の
木
１
５
０
本
が
栽
培
さ

れ
て
お
り
、
招
待
さ
れ
た
園
児
ら
は
赤
く

実
っ
た
さ
く
ら
ん
ぼ
を
摘
み
取
っ
て
試
食
、

「
甘
く
て
お
い
し
い
」
と
口
々
に
話
し
な
が

ら
た
く
さ
ん
収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

摘んで味わって、大満足の園児たち

今
年
も
た
わ
わ
に
実
る

　

ま
ち
の
大
き
な
観
光
地
で
、
ツ
ツ
ジ
の

名
所
と
し
て
も
知
ら
れ
る
滝
山
公
園
（
中

菅
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
草
刈
り
作
業

が
、
６
月　

日
と
７
月
５
日
の
２
日
間
に

２１

わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

作
業
に
参
加
し
た
の
は
、
地
元
住
民
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
県
・
町
職
員
ら
延
べ
約
１

２
０
人
。　

日
は
雨
の
中
、
５
日
は
猛
暑

２１

の
中
と
い
う
悪
条
件
で
の
作
業
で
し
た
が
、

効
率
よ
く
作
業
が
進
め
ら
れ
、
遊
歩
道
や

公
園
駐
車
場
周
辺
、
花
座
敷
や
お
勝
が
池

周
辺
な
ど
の
散
策
コ
ー
ス
周
辺
が
見
違
え

る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

多くの人出で一気に除草

地
域
の
力
で
公
園
整
備

　

日
野
川
沿
い
で
活
躍
す
る
音
楽
グ
ル
ー

プ
が
集
ま
り
演
奏
を
披
露
す
る
日
野
川
音

楽
祭
が
、
６
月　

日
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
・

２２

ホ
ー
ル
森
の
音
楽
隊
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
第　

回
と
な
る
こ
の
音
楽
祭
に

１２

は
、
ジ
ャ
ズ
、
ロ
ッ
ク
、
コ
ー
ラ
ス
、
大
正

琴
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽

グ
ル
ー
プ
全　

組
が
出
演
し
、
多
彩
な
ス

１１

テ
ー
ジ
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

舞
台
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
恒
例
の
町
民

歌
「
き
ら
り
こ
の
町
」
の
合
同
演
奏
。
音
楽

祭
を
華
や
か
に
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ホ
ワ
イ
エ
で
は
、
出
演
者
ら
に
よ

る
バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
、
野
菜
や
不
要
品
、
古

着
な
ど
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

地
元
の
音
楽
家
た
ち
の
祭
典客席とひとつになって町民歌「きらりこの町」を


